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レイアウトエンジン (Layout Engine or Rendering Engine)は、Web ページ記述用
マークアップ言語（ Html、XML など）とそれを修飾するフォーマット情報（ CSS、
XSL など）で書かれたデータ（以下、Web データ）を実際に画面に表示するための
計算を行うプログラムであり、Web ページ作成のための Web オーサリングツールや
Web ページ閲覧のための Web ブラウザに利用されている。特に、Web オーサリング
ツールでは、レイアウトエンジンを利用することより、Web データの編集結果が Web
ページレイアウトに対する影響をその場で確認することができ、WYSIWYG の編集













しまう可能性がある。従来の Web オーサリングツールはある時点の Web 標準に準拠





支援するために、Web ページのレイアウトデザインを実際の Web データ作成から完
全に切り離し、デザインデータとして単独で保存し、そしてデザインデータと Web











エンドユーザが (X)Html、CSS、FTP などの専門知識を持たなくても、本提案で Flex
で開発した高機能 GUI を用いて直感的デザイン操作のみを行うことによって Web 側




第 1 章は序論であり、本研究の背景、目的及び論文の概要について述べる。  
 第 2 章は Web データ作成の現状と課題を説明する。Web ページには「見える部分」



















 第 3 章は関連研究と既存 Web オーサリングツールについて述べる。Web データの
作成を支援するために，様々な手法・ツールソフトウェアが研究・開発されている．
それらはテキストエディタ型，レイアウトエンジンベース型，Web ベース型の 3 つ
におよそ分類することが可能である．テキストエディタ型ツールを利用することで、










た Web データの簡易・効率作成に重点を置いているが，Web 標準の進化に伴う既存
Web データのアップグレード問題について，配慮していないか，配慮しても十分で
ない問題がある．  























ても、デザインだけを行えば、Web データが作成可能である。  
 第 5 章は試作システムの実装と提案手法の有効性について考察する。提案手法の
有効性を検証するために、Web ベースの試作システムを開発した。そして、このシ
ステムを利用して、クロスブラウザ Web データ作成を検証するための実験、Web 標
準進化対応を検証するための実験、システムのユーザビリティを検証するための実験
を行い、提案手法は有効であることを証明した。  
 第 6 章は結論であり、本研究のまとめならびに今後の研究課題について述べる。  
研 究 業 績        
 















































○Jin Zhu, Yoshiyori Urano, Hidenori Nakazato and Qun Jin, ‘A progressive 
approach for cross-browser web data generation’, International  Journal of 
Computational Science and Engineering, Inderscience Publishers（掲載決定）
 
 





○Zhu, J., Liu, X., Urano, Y. and Jin, Q. ‘A novel WYSIWYG approach for 
generating cross-browser web data’, Proceedings of the 2010 International 




Junjun Jia, Jin Zhu, Shuichi Iwata, “Temperature Dependence of Colloidal 




朱 槿、浦野 義頼、金 群、Web 標準の進化に対応した Web オーサリングツール








































Web 標準の進化に対応した Web オーサリングツールの開発, ICT Ph.D. Academy 
2010, 2010.10 朱槿 
 
 
SaaS 型中小企業向け情報発信支援システムの開発, ICT Ph.D. Academy 2009, 
2009.10 朱槿 
 
 
